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地域と学校の連携推進だより 

企業の方々と先生達との交流会を行いました 

 

 

 第４号で紹介しました教員育成産官学連携プロジェクト（ＳＫＧプロジェクト）の「第３回社会を知る②」を実

施しました。今回は 12 社の企業の皆様に協力いただき、39 名の先生方などと交流をしました。 

その内容の一部をご紹介させていただきます。 

ブレイクアウトルームにて先生方と企業の方が交流している様子 

と企業の方が交流している様子 

雄武高校ではじめて雄武町産業説明会が行われました 
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～ご協力ありがとうございました！～（申込み順） 
１ 北見コウベ電池株式会社 様 
２ 土屋工業株式会社 様 
３ 株式会社北斗建設 様 
４ 益村測量設計株式会社 
５ 特定非営利活動法人美幌えくぼ福祉会 様 
６ 株式会社ナカジマ薬局 様 
７ イト電商事株式会社 様 
８ 網走信用金庫 様 
９ 伊藤漁業 様 
10 北見大通郵便局 様 
11 北雄ラッキー株式会社シティびほろ店 様 
12 （株）ワイズスタッフ 様 

生徒の履歴書にアルバイト

経験は書かせていません。 

＜先生からの質問＞ 
中高生のうちに身に付けてほしい資質や能力は？ 
 
＜株式会社ナカジマ薬局様より＞ 
採用したい人材を問われると、真っ先に 
コミュニケーション能力が高い人物とこたえます。 
企業によって優先度が変わると思いますので、経済産
業省が示している「人生 100 年時代の社会人基礎力」
が体系的でわかりやすいので参考にしてみてはいか
がでしょうか。（右図／経済産業省 HP より） 

 次回は 11 月 26 日(火)に「第４回 地域連携の実際」と題し、津別高校の山本先生、河本農場の河本代表、紋別
市学校運営協議会コーディネーター名達様にお話いただきます。 
 

 10 月４日(金)に北海道家庭教育サポート企業の日東建設株式

会社の久保社長を代表とする実行委員会が主催し、雄武高校に

おいて、はじめて雄武町産業説明会を実施し、雄武高校１・２年

生全生徒が参加しました。 

説明会に多くの業界団体に参加いただいたことで、高校生に

とって業種や職種について幅広く聞くことができるキャリア教

育の貴重な機会となりました。各ブースでは、動画やクイズ、農

業用ドローンの展示などの説明が工夫されており、生徒はタブ

レット等を使って熱心にメモをとっていました。 

今回実行委員会は、「雄武町の各産業の魅力を知ってもらい、

地元への興味関心を深めてもらうこと」を目的に実施しており、

地域と高校の双方が win-win となる取組を、高校と協働で実施

した好事例です。 

参加ブース（すべて雄武町内の団体） 
雄武町町役場、雄武建設業協会、雄武町漁業組
合、北オホーツク漁業協同組合、雄武町商工
会、雄武水産加工共同組合、雄武町観光協会 

雄武町建設業協会のブース 

参加企業による先生の質問への回答（抜粋） 

うちの学校は、学業に専
念してもらうためアルバ
イトは禁止しています。 

 私の会社では、アルバイト経験は武器になると考えています。 

履歴書に書いてあると採用の参考になります。 


